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記者発表 平成 20 年 6 月 15 日 17 時 30 分

北上川ダム統合管理事務所

北上川ダム統合管理事務所 地震情報（第７報）

～専門家による石淵ダム現地調査結果の概要～

６月１４日８時４３分頃発生した「平成 20 年 岩手・宮城内陸

地震」により、北上川ダム統合管理事務所では、災害対策体制「非

常体制」を設置し、引き続き警戒にあたっております。

この地震により、ダム堤体に変状が確認された石淵ダムにおい

て、本日（６月１５日）実施した専門家による現地調査の結果、

堤体の天端や下流面の一部に変状は認められるものの、ダムの安

全性に大きな問題は認められませんでした。

北上川ダム統合管理事務所では、この結果を受け、継続的な監

視を行うとともに、詳細な調査を実施し、変状部の復旧にあたる

こととしております。

６月１４日８時４３分頃発生した岩手県内陸南部を震源とする「平成 20 年 岩手・宮城

内陸地震」により、岩手県内陸南部では震度６強の揺れが発生し、北上川ダム統合管理事

務所では、１４日８時４３分に東北地方整備局災害対策ダム統管支部「非常体制」を発令

し、警戒にあたっております。

東北地方整備局では、この地震により、北上川ダム統合管理事務所で管理する５ダムの

うち、最も震源に近い石淵ダムにおいて、ダム堤体に変状が認められたことから、１４日

１６時４５分に石淵ダム現地対策本部を設置して対策にあたっております。

この地震による石淵ダムの復旧対策を検討するため、本日（６月１５日）６：３０より

専門家（別紙参照）による現地調査を行いました。

この結果、堤体の天端や下流面における変状は認められるものの、ごく限られた部分の

の変状であり、ダムの遮水機能上、最も重要なコンクリート表面遮水部に大きな問題が無

かったことから、ダムの安全性に関わる、緊急に対応を要するような問題は認められませ

んでした。

この結果を受け、北上川ダム統合管理事務所では、継続的な監視を行うとともに、詳細

な調査を行い、変状を受けた箇所の復旧にあたることとしております。

ダムに関する情報につきましては、当事務所のホームページでご覧いただけます。

ホームページ URL http://www.thr.mlit.go.jp/kitakato/
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＜発表記者会：岩手県政記者クラブ＞

問い合わせ先

国土交通省 北上川ダム統合管理事務所

副所長（事務） 横重 洋一

管理第一課長 丸山 雄吉

TEL ０１９－６４３－７８３１
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参考資料

現地調査メンバー
【独立行政法人 土木研究所】

水工研究グループ ダム構造物チーム 上席研究員 山口 嘉一

総括主任研究員 岩下 友也

【国土交通省 国土技術政策総合研究所】

河川研究部 水資源研究室 室長 三石 真也

現地調査結果
【コンクリート表面遮水壁について】

・表面モルタルの剥離は数カ所見られるが、継ぎ目部分での損傷は認められない。

【フィル堤体天端部】

・舗装に亀裂が認められる。

・天端の舗装に”なみうち”が見られる。

・天端の高欄と舗装部の境界に開きが見られる。

【ダム下流面】

・天端舗装の”なみうち”の突出部のダム下流法面の表面を覆っている岩石にせり上

がりが見られる。

・せり上がり部から一部落石が認められた。

【洪水吐】

・ゲート全体での被災は認められない。

・ゲートの開閉について動作確認を行ったが、異常は認められなかった。

【ダムからの漏水について】

・堤体下流表面からの漏水は確認されなかった。

・３カ所で測定している漏水量は、通常よりやや多いものの、異常な状況とはなって

いない。

・漏水の濁りは、通常の状況に戻りつつある。

専門家からのコメント
本日の調査による限り、堤体の天端や下流面における変状は認められるものの、

天端付近の高標高部に限られること。

また、ダムの遮水機能上、最も重要なコンクリート表面遮水壁に大きな問題が認

められなかったこと、更に、ダムの下流で計測している漏水量が、通常よりも若干

多いものの、異常な状態になっていないことから、現時点においては、ダムの安全

性に大きな問題はないと判断されるが、観測体制を継続するとともに詳細な調査を

実施する必要があると思われます。


